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1 準備
チェックには以下のファイルが必要です。

· MasterEditorTWLSetup.exe : マスターエディタのインストーラ

· MasterEditorTWLChecker_Setup.exe : チェック用ファイルのインストーラ
1.1 チェック環境づくり
まず、マスターエディタをインストールします。MasterEditorTWLSetup.exeを実行すると、TWLマスターエディタのインストールウィザードが立ち上がりますので、ウィザードにしたがってください。インストール先フォルダは、標準の”C:\Program Files\nintendo\MasterEditorTWL” にしてください。

次に、チェック用ファイルをインストールします。上記と同様に、MasterEditorTWLChecker_Setup.exeを実行して、インストールウィザードにしたがってください。インストール先フォルダは、標準の“C:\Document and Settings\All Users\デスクトップ\MasterEditorTWLChecker”にしてください。

以上の操作によって、デスクトップ上に以下のファイルとフォルダが作成されます。

· MasterEditorTWL : TWLマスターエディタ本体のショートカット

· MasterEditorTWLCheckerフォルダ: チェック用ファイルをまとめたフォルダ
1.2 チェック環境の削除

チェック環境が構築されている場合、MasterEditorTWLSetup.exe、MasterEditorTWLChecker_Setup.exe を実行すると、削除ウィザードが立ち上がりますので、ウィザードにしたがってください。
2 チェック手順

2.1 基本操作のチェック

チェック項目は、MasterEditorTWLChecker\docs\チェック項目_基本操作.xlsに記載されています。以下、このファイルが開かれているものとして説明します。このファイルには「日本語版」と「英語版」の2つのシートがあります。

まず、「日本語版」シートから説明します。各チェック項目には番号(No.～)がついています。それぞれの項目について、以下の作業をしてください。
(1) 『操作』の欄に書かれている順番に、TWLマスターエディタを操作してください。文中に ”ORG.SRL”や”NAND.SRL”などのファイル名が書かれていることがあります。これらのファイルは、MasterEditorTWLChecker\resourcesフォルダの中にあります。

これらのファイルは、MasterEditorTWLChecker\resourcesフォルダの中にあります。

 (2) 『確認したいこと』の欄に書かれている内容をすべて確認してください。もし、欄の内容が確認されない場合は、問題があることを意味していますので、チェック終了後に連絡してください。
(3) 『確認後の操作』の欄に書かれている操作をしてください。
『日本語版』シートのすべての項目に対して、以上の作業ができたら、次に、マスターエディタの上部のメニューバーから「Language」⇒「English」を選択してください。マスターエディタの表示が英語になりますので、今度は、『英語版』シートのチェック項目を参照して、上記と同様の作業をしてください。
2.2 提出確認書作成機能のチェック

チェック項目は、MasterEditorTWLChecker\docs\チェック項目_提出確認書.xlsに記載されています。以下、このファイルが開かれているものとして説明します。

チェック項目には番号(No.～)がついています。それぞれの番号の項目について、以下の作業をしてください。

(1) 『操作』の欄に書かれている順番に、TWLマスターエディタを操作してください。文中に ”ORG.SRL”や”NAND.SRL”などのファイル名が書かれていることがあります。これらのファイルは、MasterEditorTWLChecker\resourcesフォルダの中にあります。

(2) 『確認したいこと』の欄に書かれている内容をすべて確認してください。もし、欄の内容が確認されない場合は、問題があることを意味していますので、チェック終了後に連絡してください。

(3) 「確認後の操作」の欄に書かれている操作をしてください。
『日本語版』シートのすべての項目に対して、以上の作業ができたら、次に、マスターエディタの上部のメニューバーから「Language」⇒「English」を選択してください。マスターエディタの表示が英語になりますので、今度は、『英語版』シートのチェック項目を参照して、上記と同様の作業をしてください。
2.3 MRC機能のチェック

チェック項目は、MasterEditorTWLChecker\docs\チェック項目_提出確認書.xlsに記載されています。以下、このファイルが開かれているものとして説明します。

チェック項目には番号(No.～)がついています。それぞれの番号の項目について、以下の作業をしてください。

(1)MasterEditorTWLChecker\mrc_romsフォルダを開き、『ソフト名』の欄と一致するファイルを探して、マスターエディタにドラッグアンドドロップさせます。

(2)チェック項目の『確認したいこと』の欄に書かれている内容に応じて、以下の確認をしてください。

· 欄に 『何もエラーが表示されないこと』 と書かれている項目

マスターエディタの「エラー情報」タブの「エラー」のボックスに何も表示されていないことを確認してください。

· 欄に 『エラーが表示されること』 と書かれている項目

マスターエディタの「エラー」のボックスに、チェック項目の『日本語版での「エラー情報」タブの表記』の欄に書かれているメッセージが表示されていることを確認してください。

· 欄に 『警告が表示されること』と書かれている項目

マスターエディタの「警告」のボックスに、チェック項目の『日本語版での「エラー情報」タブの表記』の欄に書かれているメッセージが表示されていることを確認してください。
· 欄に 『エラーが表示されないこと』 と書かれている項目

チェック項目の『日本語版での「エラー情報」タブの表記』の欄に書かれているメッセージが表示されていないことを確認してください。それ以外のメッセージが表示されている場合がありますが、これは無視してください。
· それ以外の内容が書かれている項目

その内容を確認してください。

以上の作業が終了したら、マスターエディタの上部のメニューバーから「Language」⇒「English」を選択してください。マスターエディタの表示が英語になりますので、上記の(1)、(2)と同様の操作を繰り返してください。ただし、今度は、チェック項目の『英語版での「エラー情報」タブの表記』の欄に書かれているメッセージと照らし合わせてください。
2.4 リージョン・レーティング設定機能のチェック

チェック項目は、MasterEditorTWLChecker\docs\チェック項目_リージョンとレーティング.xlsに記載されています。以下、このファイルが開かれているものとして説明します。このファイルには「日本語版」と「英語版」の2つのシートがあります。

まず、「日本語版」シートから説明します。チェック項目には番号(No.～)がついています。それぞれの番号の項目について、以下の作業をしてください。
(1)マスターエディタの上部のメニューバーから「ファイル」⇒「一時保存した提出情報を開く」を選択し、MasterEditorTWLChecker\resourcesフォルダにある”TMP_J.XML” を選択してください。この操作は最初の一度限りでよく、毎回行なう必要はありません。(2)以降の操作は毎回行なってください。
(2)MasterEditorTWLChecker\resourcesフォルダを開き、”ORG.SRL” をマスターエディタにドラッグアンドドロップしてください。

(3)マスターエディタの「リージョンとレーティング」タブを選択してください。そして、マスターエディタ上で以下の操作をしてください。

· チェック項目の『リージョンの設定』の欄の内容にあうように、「リージョン」のプルダウンを選択してください。

· チェック項目の『レーティング表示不要のチェックを入れるか』の欄に『入れる』と書かれている場合、「レーティング表示不要(ツール類のみ選択可)」のボックスにチェックを入れてください。『入れない』と書かれている場合には、チェックを入れないでください。
· チェック項目の『レーティング』の欄の内容にあうように、「レーティング」のプルダウンを選択してください。
(4)マスターエディタの上部のメニューバーから「ファイル」⇒「提出データ一式の作成」を選択してください。作成先フォルダを聞かれますので、MasterEditorTWLChecker\workフォルダを選択してください。以下の4つのファイルが作成されます。
1.  TKGUJ00.SRL

2.  TKGUJ00_SHEET.XML

3.  TKGUJ00_MIDDLEWARE.XML

4.  TKGUJ00_MIDDLEWARE.HTML

(5)上記の4つのファイルのうち、3.と4.のファイル(TKGU00_MIDDLEWARE.XML/HTML)を削除してください。

(6)MasterEditorTWLChecker\resources\フォルダを開き、rename.bat に、残った1. のファイルと2.のファイルをドラッグアンドドロップしてください。「ファイル名の接頭辞を入力してください。」というメッセージが出るので、チェック項目の『ファイル名の接頭辞』の欄に書かれている文字列を入力して、リターンキーを押してください。すると、ファイル名が変更されます。もし、入力を間違えた場合、名前が変更されたファイルをもう一度、rename.bat にドラッグアンドドロップし、同様の作業をしてください。
『日本語版』シートのすべての項目に対して、以上の作業ができたら、次に、マスターエディタの上部のメニューバーから「Language」⇒「English」を選択してください。マスターエディタの表示が英語になりますので、今度は、『英語版』シートのチェック項目を参照して、上記と同様の作業をしてください。
『日本語版』シートおよび『英語版』シートのすべての項目に対して、以上の作業ができたら、以下の操作をしてください。

(1)MasterEditorTWLChecker\resources\フォルダを開き、MasterEditorTWLChecker\workフォルダ内のファイルすべてを、checker.bat にドラッグアンドドロップしてください。すると、workフォルダ内に”log.txt”というファイルが作成されます。
(2) “log.txt” を開くと、ファイル名のあとに、「OK」と「NG」のいずれかが書かれています。もし、「NG」の場合、問題がありますのでご連絡ください。
記載されている会社名、製品名等は、各社の登録商標または商標です。
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